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すべてのブタに長径 1.5cm の全周性 ESD を作成し、2 週後狭窄が作成されていることを確認、こ
のブタを 2 群に分けた。 
一方は人工食道壁を移植して狭窄部を拡張させる群、以下 AEW 群 
もう一方は ESD 作成 2 週目以降、内視鏡的にバルーン拡張を毎週行う群、EBD 群とし、各 3 頭
ずつ割り付けた。 
ESD 作成後 10 週目、狭窄治療開始後 8 週目に評価のため犠牲死させた。 
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各々の群で食道を摘出し、組織学的検討を行った。 
結果 
すべてのブタは ESD 後 2 週後にピンホール状の狭窄をきたした。 
AED 群は経口摂取が良好で体重が増加し、食道の狭窄症状は認めなかった。 
瘢痕部は比較的柔らかく、パッチ部は薄く、固有筋層の再生は一部完全ではなかったがほぼ完成
していた。 
パッチ部には上皮は正常食道同様の扁平上皮が認められた。 
EBD 群は経口摂取が不良のためか、体重減少が有り、狭窄症状が出現していた。 
狭窄部瘢痕は硬く、この部分に上皮の再生はなく、結合組織の増生が認められた。 
我々の作成したAEWはESD後の良性食道狭窄を拡張させ治癒させることが可能であることが示
唆された。 
 
 
 
